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はじめに

moogerfooger®アナログ・エフェクト・モジュールの世界へようこそ！

この度は、moogerfooger® MF-108M Cluster Fluxをお買い上げいただき、誠にありがとうご
ざいます。MF-108M Cluster Fluxはホーム・スタジオやライブ・ステージ、レコーディング・スタジ
オでのタフな使用にも十分に耐えうるプロフェッショナル・クオリティのエフェクト・ユニットで、Moog 
Music設計による先進のアナログ回路技術を駆使した驚異的なエフェクト・サウンドと高いサウンド・
クオリティが最大の特長です。MF-108M Cluster Fluxは、米国ノースカロライナ州アッシュビル
に本拠地を構えるMoog Musicにて設計しましたアナログ・エフェクト・モジュールです。

MF-108M Cluster Fluxは、あの“アナログ・シンセサイザーの父”であるボブ・モーグが設計した
Moog®モジュラー・シンセサイザーや、プロフェッショナル・ラック・エフェクト・シリーズの直系子孫と
も言える機種です。

MF-108M Cluster Fluxには大きく分けて２つの機能があります。ひとつは、BBD（Bucket 
Brigade Device：遅延素子）による、非常に短いディレイ・タイムを生成するディレイライン機能、も
うひとつは、６種類の波形の内蔵したLFO（Low Frequency Oscillator：低周波発振器）でディレ
イラインをモジュレーションし、コーラスやフランジング、ビブラートなど、様々なモジュレーション・エ
フェクトを作り出せます。

また、パネル上のパフォーマンス・パラメーターの多くはコントロール・ボルテージ（CV）でコント
ロール可能で、Moog EP-2などのエクスプレッション・ペダルやMIDI-CVコンバーターからの
CV信号、CV出力を装備したアナログ・シンセサイザーなどのCV対応機器、そしてもちろん他の
moogerfooger®アナログ・エフェクト・モジュールでMF-108 Cluster Fluxをコントロールするこ
とができます。

さらに、MF-108M Cluster FluxはMIDIインプットを装備し、各パラメーターをMIDIでコントロー
ルすることもできます。LFOの周期（スピード）をMIDIクロックに同期させることも可能です。

MF-108M Cluster Fluxはいわゆるフロア・タイプのエフェクター同様、床置きで使いやすいよう
に設計されていますが、その幅広いサウンド・パリエーションやサウンド・クオリティの高さは、一般的
な単機能コンパクト・エフェクターを遥かに凌ぐ高性能アナログ・エフェクト・モジュールです。また、そ
の奥の深さはMF-108M Cluster Fluxを使いこなせばこなすほど、ミュージシャンにとって他では
決して得られない、サウンド上の最大の武器になることに気づくはずです。

本マニュアルでは、基本的な接続方法からスタートし、次に基本的なセットアップ例のご紹介、ブロッ
ク図を経てフロントパネルの各パラメーターのご説明、バックパネルの各端子のご紹介と続き、MIDI
コントロールやペダル・インプット、DIPスイッチによるアウトプット設定といったテクニカルな情報も
ご紹介します。それでは、MF-108M Cluster Fluxのディープなアナログ・サウンドの世界をごゆっ
くりお楽しみください！



Page 4

基本的な接続方法

MF-108Mの基本的な接続方法をご説明します。まず、下の図をご覧ください：
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1. 梱包を解いたMF-108Mを、フロアやテーブル等にセットします。機能を理解するまでは手の
届きやすい位置に置く方が良いでしょう。また、ノースカロライナのMoogファクトリーからはる
ばるやってきたMF-108Mの長旅の労をねぎらってあげてください。

2. お使いの楽器を楽器用ケーブル（シールド）でMF-108Mの〔AUDIO IN〕ジャックに接続しま
す。MF-108Mは楽器レベル、ラインレベルのオーディオ信号に対応しています。

3. MIDIによるコントロールをされる場合は、お使いのMIDIコントローラーなどのMIDIアウトと、
MF-108Mの〔MIDI IN〕コネクターをMIDIケーブルで接続します。

注：MF-108Mのデフォルト（初期設定）MIDIチャンネルは「１」に設定されています。お使いのMIDIコン
トローラーからの送信チャンネルが「１」に設定されているかどうかをご確認ください。

4. MF-108Mの〔L/MONO OUT〕ジャックとアンプやレコーディング機器を楽器用ケーブルで
接続します。この時、アンプやレコーディング機器のボリュームは「０」にしておきましょう。

5. 〔+9V〕ジャックに電源アダプターからのプラグを接続し、次に、電源アダプターをコンセントに
差し込みます。

注：MF-108Mでは、100V AC入力、出力はDC9V、300mA、プラグはセンター・プラスの電源アダプ
ターを使用できますが、必ず指定の電源アダプターを使用してください。それ以外の電源アダプターを
使用した場合、モジュールに深刻なダメージを及ぼす場合があります。

6. 電源を入れましたら、〔BYPASS〕LEDが点灯していることをご確認ください。このLEDは赤
（バイパス）または緑（エフェクト・オン）に点灯します。エフェクトのオン/オフは、〔BYPASS〕
スイッチを押すと切り替わります。ここでは、〔BYPASS〕LEDを赤の状態（バイパス）にしてお
きましょう。

7. 楽器を弾きながら（またはオーディオ・ソースをかけながら）、アンプなどの音量をゆっくりと上
げ、適度な音量に設定します。

8. MF-108Mの〔BYPASS〕スイッチを押してエフェクト・オンの状態にし（この時、〔BYPASS〕
LEDが緑に点灯します）、パネルを次のページの図１（Classic Flanging）、または図２

（Classic Chorus）のセットアップにして、その音を確かめてみましょう。

9. 次にMF-108Mのレベル調整をします。お使いの楽器のボリュームを最大にし、〔DRIVE〕ノブ
で入力レベルを調整します。この時、入力音のピーク時に〔DRIVE〕LEDが黄色に点灯するレベ
ルが適正レベルです。次に〔OUTPUT LEVEL〕ノブでエフェクト時とバイパス時の音量が同じ
になるようにレベルを調整します。もちろん、エフェクト時にボリュームが大きくなる設定もOK
です。

10. MF-108Mの各機能を確かめるには、低めのピッチでサスティンの長い音が適しています。こ
れはMF-108Mが、一般的なコーラスやフランジャーよりもコントロールできるレンジが非常
に広く設計されており、これまでのコーラスやフランジャーでは不可能だったサウンドまでもカ
バーできるからです。
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基本的なセットアップ例

1. Classic Flanging

入力音に対して上下に揺れるエフェクト・サウンドで、いわゆる
「ジェット・サウンド」と呼ばれているサウンドです。

• 〔TIME〕ノブを左（反時計回り）に回すとフランジャーのピッチ
が上がり、右（時計回り）に回すとフランジャーのピッチが下が
ります。

• 〔FEEBACK〕ノブをマイナス方向（センター・ポジションから
左側）に回すと、フランジャーのピッチが低めになり、同時に薄
めのサウンドになります。

• 〔MIX〕ノブを右いっぱいに回すと、エフェクト音のみのサウン
ドになります。

• 〔RATE〕ノブでフランジャーのうねりの周期が変わります。ま
た、〔AMOUNT〕ノブでうねりの深さが変化します。

2. Classic Chorus

このエフェクトは、穏やかなモジュレーションのコーラス・エフェ
クトです。入力音とエフェクト音を50%ずつにすると、濃密な
コーラス・サウンドになります。

• 〔TIME〕ノブを右へ回していくと、エフェクト音と入力音との
ピッチのズレが大きくなります。

• 〔FEEDBACK〕ノブを上げていくと、よりメタリックなコーラ
ス・サウンドになります。

• コーラス・エフェクトは入力音とのピッチのズレを活かすエ
フェクトですので、〔MIX〕ノブはセンター・ポジションがコーラ
ス・エフェクトとしてはベスト・セッティングです（もちろんその
他のセッティングもOKです）。

• 〔RATE〕ノブでコーラスのうねりの周期が変わります。また、
〔AMOUNT〕ノブでうねりの深さが変化します。
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3. Vibrato

入力音のピッチを上下に周期的に変化させるビブラート・エフェ
クトです。

• 〔FEEDBACK〕ノブを上げると、メタリックな感じのエフェク
ト音になります。

• LFO波形でサイン波を選択することにより、自然なフィン
ガー・ビブラートの感じが出ます。

• 〔RATE〕ノブを上げると、ビブラートの周期が速くなります。

• 〔RATE〕ノブを上げた場合は、〔AMOUNT〕ノブを控えめな
設定にするとより音楽的なビブラートになります。

4. Random Flange

LFOのランダム・ステップを使用した、無秩序に変化するフラン
ジャー・エフェクトです。

• 〔FEEDBACK〕ノブをマイナス側（センター・ポジションより
左側）にすると、ディープでありながらも中音域が抜けたよう
なサウンドになります。

• LFO波形でランダム・ステップを選択することにより、エフェク
ト音が無秩序に変化します。

• 〔MIX〕ノブはウェット（エフェクト音のみ）にします。
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5. Pedal Flange

このセットアップでは、Moog EP-2などのエクスプレッション・
ペダルが必要になります。ワウペダルのようにペダルで操作す
るフランジャー・エフェクトです。

• EP-2などのエクスプレッション・ペダルをバックパネルの
〔TIME〕インプットに接続します。

• フロントパネルの〔TIME〕ノブをセンター・ポジションにセット
すると、ペダルによるコントロール幅が最大になります。

• 〔FEEDBACK〕ノブをマイナス側（センター・ポジションより
左側）に設定すると、ディープでありながらも中音域が抜けた
ようなエフェクト音になります。

• 〔AMOUNT〕ノブを少しだけ上げて、ペダルのコントロール
にLFOのモジュレーションをプラスしても面白いサウンドにな
ります。

• 〔MIX〕ノブはウェット（エフェクト音）100%にします。

6. Square Wave Chorus

LFO波形に矩形波を使用し、エフェクト音がリズミックに変化
するコーラス・エフェクトです。

• 〔TIME〕、〔AMOUNT〕の各ノブで、エフェクト音のピッチを
調整できます。

• 〔FEEDBACK〕ノブを上げると、矩形波によるモジュレー
ションに残像のようなものがプラスされていきます。

• 〔MIX〕ノブはセンター・ポジション（原音とエフェクト音が
半々のバランスになります）が最も効果的です。
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7. Ramp Wave Pitch Mod

LFO波形にランプ波を使用した、リズミックなピッチ・モジュ
レーション・エフェクトです。エフェクト音のピッチが徐々に上
昇し、ある時点で急激に下降します。

• 〔TIME〕、〔AMOUNT〕の各ノブでエフェクト音のピッチの
変化幅を調整できます。また、〔RATE〕ノブでピッチが変
化する周期を調整できます。

• 〔FEEDBACK〕ノブを上げていくと、エフェクト音のピッチ
変化に残像のようなものがプラスされていきます。

• 同じセットアップでLFOの波形を鋸歯状波（ランプ波のひ
とつ左側）にセットした時のサウンドもお試しください。

• 〔MIX〕ノブはウェット（エフェクト音）100%にします。

MF-108M Cluster Fluxブロック図
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フロントパネルのコントロール

〔DRIVE〕ノブ：Cluster Fluxの入力レベル（感度）を調整する時に使用します。このノブは、エフェ
クト・オン時にのみ使用できます。Cluster Fluxのオーディオ・インプットは、楽器レベルやラインレ
ベルに対応し、このノブで調整可能な範囲は、-7dB〜+28dB です。

〔LEVEL〕LED：〔DRIVE〕ノブの設定と連動し、入力音のレベル状況を点灯色で表示します。赤く
点灯している場合は、入力音がクリップした（歪んだ）状態です。黄色に点灯している場合は、定格
レベルに入っている状態で、S/N比がベストの状態です。緑に点灯している場合は、入力音の信号
レベルが定格レベルに達していない、低めのレベルの状態です。

注：ギターなどの楽器を接続する場合は、ほとんどのケースで〔DRIVE〕ノブを使用して、〔LEVEL〕LEDが
黄色に点灯するレベルに上げておくのがベスト・セッティングになります。また、Cluster Flux では、入力音
を歪ませて使用してもまったく問題ありません。なお、使用する楽器のダイナミック・レンジが広すぎる場合
は、Cluster Fluxの前段にコンプレッサーなどを使用することで、歪みがなく、しかもS/N比もベストの状
態にすることができます。

〔OUTPUT LEVEL〕ノブ：Cluster Flux全体の出力レベル（〔L/MONO OUT〕、〔R OUT〕ジャッ
クからの出力レベル）をこのノブで調整します。このノブは、エフェクト・オン時にのみ使用できま
す。なお、このノブはレベルの可変幅を非常に広く取ってありますので、〔DRIVE〕ノブがどんな設
定になっていても、全体出力のブースト、カット、あるいはバイパス時と同じレベルなど、自由にレ
ベル設定を行えます。

〔MIX〕ノブ：入力音（ドライ：原音）とエフェクト音（ウェット）のバランスをこのノブで調整します。こ
のノブは、エフェクト・オン時にのみ使用できます。左（反時計回り）に回していくと、原音のバラン
スが大きくなり、右（時計回り）に回していくと、エフェクト音のバランスが大きくなります。
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〔TIME〕ノブ：〔RANGE〕スイッチと連動して、BBD回路（遅延素子）のディレイ・タイムを設定しま
す。〔RANGE〕スイッチが「FLANGE」モードで、〔AMOUNT〕ノブが「０」の場合、ディレイ・タイ
ムは 0.6ms（ミリセカンド =1/1000秒）〜10msになります。同じセッティングで〔RANGE〕ス
イッチが「CHORUS」モードの場合、ディレイ・タイムは5ms〜50msになります。

〔RANGE〕スイッチ：ディレイ・タイムの可変幅を「FLANGE」、「CHORUS」の２モードで切り替え
ます。「FLANGE」モードのほうが「CHORUS」モードと比べて短いディレイ・タイムになります。

〔FEEDBACK〕ノブ：BBD回路の出力を、もう一度BBD回路に入力する（これをフィードバックと
呼びます）レベルを調整します。FLANGEモードでこのノブを上げると、コムフィルターのピーク
が鋭くなり、入力音の倍音と共鳴してシャープで金属的なサウンドになります。また、このノブは、
センター・ポジションを中心に左右でネガティブ（マイナス）、ポジティブ（プラス）のフィードバック
を作り出せます。

FLANGEモードでは、〔FEEDBACK〕ノブをポジティブ側（右側）に回していくと、ディレイ・タイ
ムに正比例した倍音列のコムフィルターが形成されます。例えば、ディレイ・タイムが10msの
場合、コムフィルターのベース周波数（基音周波数）は100Hzとなり、以降、200Hz、300Hz、
400Hz、500Hz…の周波数がピークとなるコムフィルターになります。一方、〔FEEDBACK〕
ノブをネガティブ側（左側）に回していくと、コムフィルターの基音周波数が１オクターブ下がり

（半分の周波数になります）、奇数倍音列のコムフィルターになります。つまり、ディレイ・タイムが
10msの場合、基音周波数は50Hzとなり、以降、150Hz、250Hz、350Hz、450Hz…の周波
数がピークとなるコムフィルターが形成されます。

CHORUSモードでは、ディレイ・タイムが入力音の基音周波数よりも長く（低く）なるため、フィー
ドバックにより得られる音色は、ポジティブ、ネガティブどちらの場合でもあまり変わらない音色に
なります。

注：Cluster Fluxの〔FEEDBACK〕ノブは、ディレイライン（BBD 回路）が自己発振できるように設計され
ています。つまり、フィードバックを上げすぎると入力音に関係なく本機自体が発振するようになります。こ
の時の音は、通常時よりも非常にピークの高い音になり、スピーカーなどの接続機器を破損することがあり
ますので十分にご注意ください。

フィードバックによる自己発振は、左右どちらの場合でも〔FEEDBACK〕ノブの目盛りが「４」の辺
りから始まります。

〔WAVEFORM〕ノブ：LFOの波形をこのノブで選択します。このノブで選択した波形でディレイ・
タイムをモジュレーションします。LFOには、サイン波、三角波、矩形波、鋸歯状波、ランプ波、ラン
ダム・ステップの６種類があります。〔AMOUNT〕ノブの設定が「０」の場合、LFOによるモジュレー
ションはかかりませんのでご注意ください。

〔RATE〕ノブ：LFOの周期を0.05Hz〜50Hzの範囲で設定します。このノブで設定した周期で
ディレイ・タイムをモジュレーションします。このノブの左上にある〔RATE〕LEDで、LFOの周期
と波形を視覚的に確認できます。〔RATE〕LEDは、パネル上の〔RATE〕ノブで周期を設定した場
合、赤く点滅します。タップ・テンポ機能で周期を設定した場合は、緑で点滅します。また、LFOの周
期がMIDIクロックと同期している場合は、黄色で点滅します。なお、MIDIクロックと同期している
場合、MIDIクロックのテンポに合った音符単位（クロック分割）で周期が切り替わります。
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〔AMOUNT〕ノブ：LFOの振幅（モジュレーションの深さ）をこのノブで調整します。

注：〔AMOUNT〕ノブを上げていくと、〔TIME〕ノブで調整できる範囲が相対的に狭くなります。そのため
〔AMOUNT〕ノブが最大の場合でも、ディレイ・タイムの最小値、最大値を超えることはありません。

〔BYPASS〕スイッチ：エフェクトのオン/オフ切替をこのスイッチで行います。エフェクトがオンの
場合、〔BYPASS〕LEDが緑に、エフェクトがオフの場合は赤にそれぞれ点灯します。

〔LFO TAP TEMPO〕スイッチ：LFOの周期を音楽のテンポに合わせるときにこのスイッチを使
用します。タップ・テンポの設定は、音楽のテンポに合わせて４分音符のタイミングでこのスイッチ
を３回押します。３回目に押した時に、〔RATE〕LEDの点灯色が緑に切り替わり、LFOの周期はこ
のスイッチを３回押した時の間隔になります。このスイッチを４回以上押した場合、４回目以降のタ
イミングの平均値を算出し、その結果がLFOの周期に反映されます。また、タップ・テンポの指定を
やり直す場合は、先に指定した時から５秒以上間隔を空けてから、再びこのスイッチを３回押すと、
新しいテンポがセットされます。タップ・テンポの状態から通常の状態に戻る場合は、〔RATE〕ノブ
を手動で回すと、〔RATE〕LEDの点灯色が赤に変わり、パネル上の設定になります。

注：LFOの周期がMIDIクロックに同期している場合、タップ・テンポ機能は使用できません。

〔MIDI〕LED：本機がMIDIメッセージを受信すると赤く点灯します。なお、本機が対応していない
MIDIメッセージを受信した場合は点灯しません。

バックパネルのジャック類

〔AUDIO IN〕ジャック：1/4インチ（標準）ジャック仕様のオーディオ・インプット（不平衡）で、楽器レ
ベルからラインレベルまでに対応しています。

〔L/MONO OUT〕ジャック：1/4インチ（標準）ジャック仕様のオーディオ・アウト（不平衡）です。エ
フェクト・オンの時に、このアウトプットから入力音（ドライ）とエフェクト音（ウェット）が、フロントパ
ネルの〔MIX〕ノブの設定に従って出力されます。出力レベルは〔DRIVE〕、〔OUTPUT LEVEL〕
の各ノブで設定します。

注：このアウトプットからのエフェクト音の位相は、入力音と同じ位相になります。また、バイパス時の場合、
入力音は本機に内蔵のバッファ回路を通って出力されます（つまり、バイパス時も電源が必要となります）。
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〔R OUT〕ジャック：1/4インチ（標準）ジャック仕様のオーディオ・アウト（不平衡）です。このアウト
プットは、〔L/MONO OUT〕と併用してステレオ出力にする場合に使用します。デフォルト設定で
は、入力音と、位相が反転したエフェクト音が出力されます。ステレオ出力の場合、それぞれのアウ
トプットからのオーディオ信号をミキサー上で左右にパンニング（定位）すると、リッチなステレオ・
サウンドになります。デフォルト設定でステレオ出力にし、ミキサー上でそれぞれの信号を同じ定
位にすると、２つのアウトプットからのエフェクト音が位相で打ち消し合い、エフェクト音が聴こえ
なくなります。詳細は、１８ページの「アウトプット設定」をご参照ください。

〔FB（FEEDBACK）INSERT〕ジャック：1/4インチTRS（チップ/リング/スリーブ）仕様のイン
サート・ジャックです。一般的なインサート・ケーブル（片方のプラグがTRS（ステレオ）プラグで、も
う片方のプラグがTS（標準）プラグ×２本が付いたY字ケーブル）を接続し、BBD回路のフィード
バックの間に外部エフェクトなどを使用してディレイ音を加工することができます。このジャック内
部のチップ端子にBBD回路からのアウトプット（センド）が、リング端子にBBD回路へのインプット

（リターン）が接続されています。なお、このジャックの入出力レベルはラインレベルですので、ギ
ター用コンパクト・エフェクターなどの出力が低い機器を接続する場合は、プリアンプなどで出力
レベルを調整する必要があることがありますのでご注意ください。

〔FEEDBACK〕インプット：1/4インチTRS仕様のコントロール信号用インプット・ジャックで
す。Moog EP-2などのエクスプレッション・ペダルや、0V〜+5Vのコントロール・ボルテージ

（CV）を接続し（CV接続時は、TSプラグのパッチ・コードも使用できます）、フロントパネル上の
〔FEEDBACK〕パラメーターをコントロールできます。パラメーターの可変幅いっぱいにコント
ロールする場合は、パネル上の〔FEEDBACK〕ノブをセンター・ポジションにしておきます。

〔TIME〕インプット：1/4インチTRS仕様のコントロール信号用インプット・ジャックです。Moog 
EP-2などのエクスプレッション・ペダルや、0V〜+5VのCVを接続（CV接続時は、TSプラグの
パッチ・コードも使用できます）し、フロントパネル上の〔TIME〕パラメーター（ディレイ・タイム）を
コントロールできます。パラメーターの可変幅いっぱいにコントロールする場合は、パネル上の

〔TIME〕ノブをセンター・ポジションにしておきます。

〔LFO RATE〕インプット：1/4インチTRS仕様のコントロール信号用インプット・ジャックです。
Moog EP-2などのエクスプレッション・ペダルや、0V〜+5VのCVを接続（CV接続時はTSプラ
グのパッチ・コードも使用できます）し、LFOの〔RATE〕パラメーターをコントロールできます。エ
クスプレッション・ペダルでパラメーターの可変幅いっぱい（0.05Hz〜50Hz）にコントロール
する場合は、〔RATE〕ノブをセンター・ポジションにセットしておきます。また、〔RATE〕ノブを左
いっぱいに回し切った状態で、0VのCVを入力すると、LFOの周期はパネル上で設定可能な下
限値（0.05Hz）の半分の0.025Hzにすることができます。同様に、〔RATE〕ノブを右いっぱい
に回し切った状態で、+5VのCVを入力すると、パネル上で設定可能な上限値（50Hz）の２倍の
100Hzにすることができます。

〔LFO AMT（AMOUNT）〕インプット：1/4インチTRS仕様のコントロール信号用インプット・
ジャックです。Moog EP-2などのエクスプレッション・ペダルや、0V〜+5VのCVを接続（CV接続
時はTSプラグのパッチ・コードも使用できます）し、LFOの〔AMOUNT〕パラメーターをペダルや
CVでコントロールできます。〔AMOUNT〕パラメーターの可変幅いっぱいにコントロールする場
合は、〔AMOUNT〕ノブをセンター・ポジションにセットしておきます。



Page 14

〔MIX〕インプット：1/4インチTRS仕様のコントロール信号用インプット・ジャックです。Moog 
EP-2などのエクスプレッション・ペダルや、0V〜+5VのCVを接続（CV接続時はTSプラグのパッ
チ・コードも使用できます）し、〔MIX〕パラメーターをペダルやCVでコントロールできます。パラ
メーターの可変幅いっぱいにコントロールする場合は、〔MIX〕ノブをセンター・ポジションにセット
しておきます。

〔MIDI IN〕コネクター：５ピンDINコネクターです。MIDIコントローラーやDAWなどの外部MIDI
機器からのMIDIメッセージを入力して本機をコントロールする際に使用します。詳細は、以下の

「MIDIメッセージでCluster Fluxをコントロールする」をご参照ください。

電源コネクター：付属の電源アダプターを接続します。

注：電源アダプターは必ず指定のものをご使用ください。指定以外の電源アダプターを使用した場合、本機
に深刻なダメージを及ぼす可能性がありますので、十分にご注意ください。また、電源アダプターが日本で
の使用に適合しているかどうかを必ずご確認ください。

付属の電源アダプターの出力は、DC+9V、300mA です。またコネクターは、センター・プラス仕
様で、外径5.5mm、内径2.1mm、外周部がグラウンド（アース）になっています。

MIDIメッセージでCluster Fluxをコントロールする

ここからは、MF-108M Cluster FluxのMIDI機能についてご説明します。MIDIに関する基礎的な
ことにつきましては、以下のリンク（英文）、もしくはMIDI関連のウェブサイトや書籍をご参照くださ
い：www.midi.org/aboutmidi/tutorials.php

MIDIチャンネル
Cluster Fluxのデフォルト（初期設定）MIDI チャンネルは「１」です。これを変更するには、〔TAP 
TEMPO〕、〔BYPASS〕両方のスイッチを長押ししている間に、本機へ変更したいMIDIチャンネ
ルのMIDIメッセージを送信します。MIDIメッセージを受信すると、〔MIDI〕LEDが緑で点滅しま
す。これでMIDIチャンネル設定が完了し、この設定は本機の電源をオフにしても保存されます。

注：MIDIクロックおよびMIDIシステム・エクスクルーシブ・メッセージは、MIDIのチャンネル・モード・メッセー
ジではありませんので、本機のMIDIチャンネル設定に関係なく受信できます。

MIDIコントロール・チェンジ（CC）メッセージ
Cluster Fluxのパネル上のノブやスイッチの多くは、MIDIコントロール・チェンジ（CC）メッセージ
でコントロールすることができます。MIDI CCでコントロールする場合、パネル上では設定できな
いセッティングにすることもできます。

MIDI CCメッセージは、コントロールするパラメーターを数値で表示するMIDI CC#と、そのパ
ラメーターの値（０〜１２７）がセットになったメッセージです。MIDI CCを受信した後に、そのパラ
メーターに対応するパネル上のノブやスイッチを手動で変更すると、変更した状態になります。

注：MIDI CCでコントロールしている最中にそのパラメーターを手動で操作すると、コンフリクトを起こし
ますのでご注意ください。

http://www.midi.org/aboutmidi/tutorials.php
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パネル上のノブ、スイッチに対応するMIDI CCメッセージ：

CC#5（MSB）/CC#37（LSB）：ディレイ・タイム・ポルタメント
このMIDI CCは、本機のディレイ・タイム（〔TIME〕ノブ、〔TIME〕インプット（ペダル/CV）、LFO
によるコントロール、MIDIコントロールによるディレイ・タイム設定）を指定の値（ディレイ・タイ
ム）にシンセサイザーのポルタメントのように連続的に変化させるものです。値が大きいほど、
エフェクト音にピッチ・ベンドがかかったような感じになります。デフォルト設定は「０」です（電源
投入時にリセットされます）。

CC#7（MSB）/CC#39（LSB）：〔OUTPUT LEVEL〕ノブ

CC#12（MSB）/CC#44（LSB）：〔TIME〕ノブ

CC#13（MSB）/CC#45（LSB）：〔FEEDBACK〕ノブ

CC#14（MSB）/CC#46（LSB）：〔MIX〕ノブ

CC#15（MSB）/CC#47（LSB）：〔RATE〕ノブ

CC#16（MSB）/CC#48（LSB）：〔AMOUNT〕ノブ

CC#70：LFO波形
値０〜１５=サイン波、１６〜３１=三角波、３２〜４７=矩形波、４８〜６３=鋸歯状波、６４〜７９=
ランプ波、８０〜９５=ランダム・ステップ、９６〜１２７=ランダム・スムーズ（パネル上からは選択
できません）

CC#74：〔RANGE〕スイッチ（値０〜６３=FLANGE、６４〜１２７=CHORUS）

CC#91：〔BYPASS〕スイッチ（値０〜６３=バイパス、６４〜１２７=エフェクト・オン）

パネル上にないパラメーターをコントロールするMIDI CC
以下でご紹介しますMIDI CCは、Cluster Fluxのパネル上にはない機能をコントロールするため
のものです。これらを活用することで本機の機能をさらに引き出し、よりパワフルに使用すること
ができます。

CC#71：LFOクロック分割：本機がMIDIクロックに同期している場合、LFOの周期はMIDIクロッ
クのテンポに合った音符単位で選択することができます。以下の表は、CC#71の値とそれぞ
れに対応する音符をまとめたものです：

CC#71の値 音符 CC#71の値 音符
０〜５ 全音符×４ ６４〜６９ ２分音符三連
６〜１１ 全音符×３ ７０〜７５ ４分音符
１２〜１７ 全音符×２ ７６〜８１ 付点８分音符
１８〜２３ 全音符＋付点２分音符 ８２〜８７ ４分音符三連
２４〜２９ 付点全音符 ８８〜９３ ８分音符
３０〜３４ 全音符＋４分音符 ９４〜９８ 付点１６分音符
３５〜４０ 全音符 ９９〜１０４ ８分音符三連
４１〜４６ 付点２分音符 １０５〜１１０ １６分音符
４７〜５２ 全音符三連 １１１〜１１６ １６分音符三連
５３〜５８ ２分音符 １１７〜１２２ ３２分音符
５９〜６３ 付点４分音符 １２３〜１２７ ３２分音符三連
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CC#72：LFOフェイズ・リセット：その時に選択しているLFO波形をスタート・ポイントにリセット
します。MIDI CCの値は０〜１２７のどれでもOKです。

CC#73：イネーブルLEDノート・リピート（値０=ディスエーブル（オフ）、６４=イネーブル（オン））：
MIDIノート・オン・メッセージを受信する都度、LFO波形をスタート・ポイントにリセットする（イ
ネーブル）/しない（ディスエーブル）を切り替えます。変更した設定は、本機の電源をオフにして
もメモリーされます。デフォルト設定は「ディスエーブル」です。

CC#75：ディレイ・タイム・レンジ・マルティプライアー（値０〜３１=ノーマル、３２〜６３=２倍、６４
〜９５=４倍、９６〜１２８=８倍）：ディレイ・タイムのレンジを２倍/４倍/８倍の３段階で引き伸ば
すことができ、これにより極めてローファイなエコー・エフェクトとして使用できます。この機能
を使用すると、BBD回路のクロック信号が音として聴こえることがあります。

CC#76：MIDIシンク・イネーブル（値０=ディスエーブル、６４=イネーブル（デフォルト設定））：
本機のLFO周期をMIDIクロックに同期する（イネーブル）/しない（ディスエーブル）を設定しま
す。なお、本機の電源投入時には「イネーブル」にリセットされます。

CC#77：イネーブルMIDIノート・モード（値０=ディスエーブル、６４=イネーブル（デフォルト設
定））：MIDIノート・メッセージで本機のディレイ・タイムの設定をする（イネーブル）/しない（ディ
スエーブル）を設定できます。なお、本機の電源投入時には「イネーブル」にリセットされます。

CC#78：イネーブルMIDIノート・スピルオーバー・モード（値０=ディスエーブル（デフォルト設定）、
６４=イネーブル）：MIDIノート・メッセージをモーメンタリー・タイプのバイパス・スイッチとして
使用できる機能です。「イネーブル」の場合、ノート・オンでエフェクト・オンになり、ノート・オフで
エフェクト回路を遮断してオーディオ信号が入らないようになりますが、エフェクト音はそのま
ま出力されます。〔FEEDBACK〕パラメーターを高い設定にしておき、このモードを使用してコ
ムフィルター効果のかかったサウンドをノート・メッセージのタイミングでオン/オフしたりする
ことができます。また、ディレイ・タイム・レンジを非常に長い設定にした場合にも効果的です。

CC#79：イネーブル・モジュレーション・ホイール（値０〜６３=ディスエーブル、６４〜１２７=イ
ネーブル（デフォルト設定））：モジュレーション・ホイールのMIDI CC#1（MSB）/#33（LSB）
で〔AMOUNT〕パラメーターのコントロールをする（イネーブル）/しない（ディスエーブル）を
切り替えます。「イネーブル」の場合、CC#1/#33の値０で〔AMOUNT〕パラメーターの値が

「０」に、CC#1/#33の値が最大で100%（その時の〔AMOUNT〕ノブのポジション）になりま
す。また、〔AMOUNT〕ノブの手動での操作が最優先されます。なお、この設定は本機の電源を
オフにしてもメモリーされます。

CC#80：ピッチ・ベンド・アマウント：MIDIピッチ・ベンド・メッセージを受信した時のディレイ・タイ
ムの変化量を、音楽的なピッチ・インターバルに設定できます。デフォルト設定は、「３半音（短３
度）」です。以下の表は、CC#80と値と設定値の関係をまとめたものです：
CC#80の値 変化量 CC#80の値 変化量
０〜１５ OFF ６４〜７９ ５半音（４度）
１６〜３１ ２半音 ８０〜９５ ７半音（５度）
３２〜４７ ３半音（短３度） ９６〜１１１ １２半音（１オクターブ）
４８〜６３ ４半音（長３度） １１２〜１２７ ２４半音（２オクターブ）
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CC#92 & CC#93：MIDIタップ・テンポ：この２つのMIDI CCのどちらかを使用して、Cluster 
FluxのLFO周期を外部MIDI機器からコントロールすることができます。例えば、ギター用マル
チ・エフェクトなど、MIDIクロックが送信できなくてもフットスイッチにMIDI CCをアサインでき
る場合に非常に便利です。２つのMIDI CCのうち、CC#92はタップ・テンポ・ラッチ、CC#93は
タップ・テンポ・モーメンタリーとして機能します。お使いのMIDIコントローラーが、スイッチを
押した時と、スイッチを放した時で別々のCCの値を送信できるタイプ（モーメンタリー・オン/オ
フ動作）の場合は、CC#93を使用するように設定します。一方、スイッチを押した時にだけCC
の値を送信し、スイッチを放したときには何も送信しないタイプ（ラッチ・オン/オフ動作）のMIDI
コントローラーをお使いの場合は、CC#92を使用するように設定します。どちらのMIDI CC
でも、動作自体は本機の〔TAP TEMPO〕スイッチを使用した場合と基本的には同じですが、唯
一、CC#93ではCCの値が６４〜１２７の場合にのみ動作し（タップとしてカウントされ）ますが、
CC#92では値に関係なく動作する点が異なります。

MIDIノート・モード：Cluster Fluxのディレイ・タイムは、MIDIノート・オン・メッセージでコントロー
ルでき、フランジャーやコーラスのコムフィルター・サウンドをMIDIキーボードやシーケンサー
で“演奏”することができます。このモードが「オン」の場合、０〜９０のMIDIノート・ナンバーを受
信します。なお、ベロシティは無効となります。

MIDIクロック・シンク：本機のLFOの周期は、MIDIクロックに同期させることができます。MIDI
クロック・メッセージ（MIDIシステム・リアルタイム・クロック・メッセージ）は、１拍（４分音符）を２４
クロック（24ppq）としたもので、主にDAWやドラムマシーンから送信されます。MIDIクロック
の送信方法は、お使いの外部MIDI機器の説明書などをご参照ください。Cluster FluxでMIDI
クロックを受信すると、〔RATE〕LEDが黄色に点灯します。この時、LFOの周期はMIDIクロック
のテンポに同期し、その周期はテンポに合った音符単位で選択できます（〔RATE〕ノブを回した
り、MIDI CC#71で選択します）。

MIDIシステム・エクスクルーシブ・メッセージ：本機のファームウェアのバージョン・アップ時に使
用します。本機の最新ファームウェア情報やバージョン・アップ時の注意点などにつきましては、
Moogウェブサイトをご参照ください。

ペダル・インプットについて
本機のペダル・コントロール・インプット端子は、すべて1/4インチTRSジャックで、ジャック内のス
リーブ端子がアースに接続され、リング端子に+5Vが給電されています（電流は極めて小さなもの
に抑えられています）。この端子にエクスプレッション・ペダルからのプラグ（TRS）を接続すると、リン
グ端子からエクスプレッション・ペダルに+5Vが流れ、ペダルの位置によって変化した電圧が、チップ
端子を通って本機内部に入力されます。

本機で使用できるエクスプレッション・ペダルは、Moog EP-2などの他に、５０ｋΩまたは１００ｋΩの
リニア・テーパー・ポテンショメータを使用したペダルが使用できます。

ペダルで本機の各パラメーターをコントロールする際は、各パラメーターのノブをセンター・ポジ
ションセットすることにより、そのパラメーターの全可変範囲をカバーできます（5Vの電圧変化がそ
のパラメーターの全可変範囲に相当します）。また、本機ではエクスプレッション・ペダルと、通常の
TSプラグ仕様のパッチ・コードによるCVを混在して接続できます。
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アウトプット設定

MF-108M Cluster Fluxの〔R OUT〕端子は工場出荷時の設定では、入力音（ドライ）と位相が
反転したエフェクト音（ウェット）がミックスされて出力されるようになっています。これにより、〔L/
MONO OUT〕と併用してミキサー上で２つのアウトプットを左右にパンニング（定位）することで、非
常に心地良いステレオ・エフェクトになります。また、〔R OUT〕のアウトプット設定を本体内部の基板
上にあるDIPスイッチで変更することも可能です。

アウトプット設定の変更による本機の破損等につきましては、保証の対象外となりますので、設定を
変更される際には十分にご注意ください。

DIPスイッチには、本体底部のネジ（４本）とゴム足を取り外すとアクセスできます。また、DIPスイッ
チの組み合わせにより、以下の４種類のアウトプット設定に変更できます：

注：上記以外のアウトプット設定には絶対にしないでください。
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MF-108M Cluster Flux仕様

概要：
BBD回路によるアナログ・コーラス/フラン
ジャー・モジュール。LFOによる多彩なモジュ
レーションやエクスプレッション・ペダル、CV
によるコントロール、MIDI機能を搭載。

フロントパネル・コントロール：

• TIME：ロータリーノブ：ディレイ・タイム
調 整（FLANGEモード：0.6ms〜10ms、
CHORUSモード：5ms〜50ms）

• RANGE：ロッカースイッチ：FLANGE、
CHORUS各モードの切替

• FEEDBACK：ロータリーノブ：フィードバッ
クなしから無限フィードバックまで無段階に
コントロール（バイポーラ・コントロールによ
り、奇数倍音列を強調できるネガティブ設定
も可能）

• DRIVE：ロータリーノブ：-7dB〜+28dB
のゲイン調整可能。入力信号のレベル調
整、バイパス時とのレベル・マッチング、ディ
ストーション・サウンド作成に使用可能

• OUTPUT LEVEL：ロータリーノブ：本機
全体の出力レベル調整

• MIX：ロータリーノブ：入力音とエフェクト
音のミックス・バランス調整

• LFO波形セレクター：６ポジション・ロータ
リースイッチ：LFO波形選択（サイン波、三
角波、矩形波、ランプ波、鋸歯状波、ランダ
ム・ステップ）

• LFO RATE：ロータリーノブ：LFO周期調
整（0.05Hz〜50Hz（CV使用時は拡張可
能））

• LFO AMOUNT：ロータリーノブ：LFOに
よるディレイ・タイムのモジュレーション量調
整

LEDおよびスイッチ：

• RATE：３色LED：LFO周期と波形を点灯
表示（通常時：赤、タップ・テンポ使用時：緑、
MIDIクロック同期時は黄色で点灯）

• MIDI：LED：MIDIメッセージ受信時に点灯

• LEVEL：３色LED：入力音のレベル状況（ド
ライブ回路出力）を点灯表示

• BYPASS：２色LED：エフェクト時/バイパ
ス時を２色で点灯表示

• TAP TEMPO：ストンプ・スイッチ：頑丈か
つスムーズな動作。LFO周期をタップ・テン
ポにて指定

• BYPASS：ストンプ・スイッチ：頑丈かつス
ムーズな動作。エフェクト・オン/オフ切替

バックパネル：

• AUDIO IN：1/4インチ（標準）フォーン・
ジャック：楽器レベル、ラインレベルに対応

• L/MONO OUT：1/4イ ン チ・フォ ー ン・
ジャック

• R OUT：1/4インチ・フォーン・ジャック：〔L/
MONO OUT〕と併用してステレオ出力可
能

• FEEDBACK / TIME / LFO RATE / 
MIX / LFO AMOUNT：1/4インチTRS
ジャック：Moog EP-2 などのエクスプレッ
ション・ペダル、または0〜+5VのCVを接続
可能

• FEEDBACK INSERT：1/4イ ン チTRS
ジャック：BBD回路のフィードバック・ルー
プにインサート可能。ラインレベルに対応。

• MIDI IN：５ピンDINコネクター：MIDIメッ
セージにより本機をコントロール可能。

• +9V POWER INPUT：電源アダプター
接続端子。DC+9V、300mA。センター・プ
ラス。本機をお使いの際は、必ず指定の電
源アダプターをお使いください。それ以外
の電源アダプターを使用の場合、本機に深
刻なダメージを及ぼすことがあります。

外装仕様：

• ハードウッド・サイドパネルを使用したクラ
シックなアナログ・デザイン

外形寸法：

• 152 (W) x 229 (D) x 64 (H) mm

重量：

• 1.8kg

仕様は予告なく変更することがあります。
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